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生存時間解析における時間依存性曝露の因果効果を推定するための、時間依存性操作変数

および時間非依存性操作変数の取り扱いに関する研究 
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【概要】 

観察研究では曝露や交絡の時間変化、打ち切り、測定不可能な交絡因子といったバイア

ス要因について常に考慮が必要である。近年これらを同時に対応することが可能な時間依

存性操作変数を用いた生存時間解析が提案された。しかし、このモデルを適用する場合、こ

の時間依存操作変数が時間との関連強度に関して明確な評価基準がないことと、時間依存

性操作変数の特定が困難である状況が多いことが実用上の課題となっていた。本研究では、

シミュレーションにより時間依存性操作変数と曝露の間に必要な関連強度を探索し、また、

時間非依存性操作変数による代用可能性の検討することで、時間依存性曝露に対して操作

変数の応用可能性を拡張することを目的とする。 

今回の報告では、本研究で検証に実データの解析を行うが、このデータソースとして市

利用する LIFE Study データベースに関する紹介を行い、利用手続きについて情報を共有し

た。また並行しているシミュレーションにおける検討事項を共有した。 
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